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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

昭
和
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五
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産
い
も
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の
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扱
に
関
す
る
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問
主
意
書 
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忠 

一 

 



四 

買
入
価
格
は
、
原
則
と
し
て
生
産
費
を
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
差
当
つ
て
は
、
現
行
対
米
価
比
率

を
基
礎
と
し
て
全
国
一
本
建
の
買
入
価
格
を
決
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
方
針
如
何
。 

五 

昭
和
二
十
五
年
産
い
も
類
の
取
扱
に
関
し
、
生
産
割
当
を
行
わ
ず
し
て
買
入
数
量
の
割
当
を
行
う
こ
と
は
、
食
糧
確
保 

三 

政
府
買
上
数
量
は
、
主
食
総
合
配
給
用
と
し
て
充
当
す
る
こ
と
が
当
然
と
思
う
が
、
政
府
の
所
見
如
何
。 

一 

昭
和
二
十
五
年
産
い
も
類
の
買
入
に
関
し
、
政
府
は
、
甘
し
よ
二
億
七
千
万
貫
以
内
、
馬
鈴
し
よ
一
億
三
千
万
貫
以
内

を
買
上
げ
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
「
以
内
」
と
い
う
不
確
実
な
る
買
上
数
量
の
決
定
は
、
い
も
類
耕
作
農
民
を
不
安
に
陷

れ
、
生
産
意
欲
を
著
し
く
減
退
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
、
こ
の
際
最
低
買
入
数
量
を
確
保
す
る
意
味
に
お

い
て
、
買
入
数
量
の
「
以
内
」
を
「
以
上
」
に
変
更
す
る
意
思
は
な
い
か
。 

、

、

二 

昭
和
二
十
五
度
産
い
も
類
の
買
入
に
対
し
予
算
的
措
置
は
い
か
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。 

な
お
、
価
格
決
定
の
時
期
如
何
。 

昭
和
二
十
五
年
度
産
い
も
類
の
取
扱
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、 
 

 
、 

三 

 



六 

昭
和
二
十
五
年
産
種
馬
鈴
し
よ
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
の
方
法
に
よ
つ
て
行
う
方
針
で
あ
る
か
。
も
し
変
更

す
る
と
す
れ
ば
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

、

臨
時
措
置
法
違
反
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
つ
て
買
入
割
当
を
行
う
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 

、 
 

四 
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